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当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／海外／債券

信託期間 2020年９月18日まで（2010年９月27日設定）

運用方針
ファンド・オブ・ファンズ方式により、高
水準のインカムゲインの確保と信託財産の
成長を目指して運用を行います。

主要運用対象

米 国 ハ イ ・
イ ー ル ド 債
オ ー プ ン
（通貨選択型）
資 源 国 通 貨
バ ス ケ ッ ト
コ ー ス
（毎月決算型）

ＵＳ・ハイ・イールド・ボン
ド ・ フ ァ ン ド （ Resources 
Currency Basketクラス）受益
証券およびマネー・プール　マ
ザーファンド受益証券

ＵＳ・ハイ・
イ ー ル ド ・
ボ ン ド ・
フ ァ ン ド
（Res o u r c e s 
C u r r e n c y 
Basketクラス）

米ドル建のハイ・イールド債券

マネー・プール
マザーファンド

わが国の公社債

運用方法

・米ドル建のハイ・イールド債券に投資し
ます。

・高水準のインカムゲインの確保と、債券
の値上がり益および為替差益の獲得を目
指します。

・実質的な米ドル建資産に対して、原則と
して米ドル売り／資源国通貨バスケット
買いの為替取引を行います。

主な組入制限

・投資信託証券、短期社債等およびコマー
シャル・ペーパー以外の有価証券への投
資は行いません。

・投資信託証券への投資割合には制限を設
けません。

分配方針

毎月24日（休業日の場合は翌営業日）に決
算を行い、収益分配方針に基づいて分配を
行います。分配対象額の範囲は、経費控除
後の配当等収益と売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。基準価額水準、
市況動向、残存信託期間等を勘案して、分
配金額を決定します。（ただし、分配対象
収益が少額の場合には分配を行わない場合
もあります。）

※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。

※公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」

の適用対象です。

詳しくは販売会社にお問い合わせください。

運用報告書（全体版）

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）
資源国通貨バスケットコース（毎月決算型）

第59期（決算日：2015年10月26日）
第60期（決算日：2015年11月24日）
第61期（決算日：2015年12月24日）
第62期（決算日：2016年１月25日）
第63期（決算日：2016年２月24日）
第64期（決算日：2016年３月24日）

受益者のみなさまへ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、お手持ちの「米国ハイ・イールド債オー

プン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース

（毎月決算型）」は、去る３月24日に第64期の決

算を行いましたので、法令に基づいて第59期～第

64期の運用状況をまとめてご報告申し上げます。

　今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。
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米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型）

○最近30期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

投 資 信 託
証 券
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
35期(2013年10月24日) 8,845 90 1.3 0.1 － 97.9 1,979

36期(2013年11月25日) 8,833 90 0.9 0.1 － 97.9 1,886

37期(2013年12月24日) 8,764 90 0.2 0.1 － 97.9 1,800

38期(2014年１月24日) 8,504 90 △ 1.9 0.1 － 97.8 1,708

39期(2014年２月24日) 8,612 90 2.3 0.1 － 97.9 1,659

40期(2014年３月24日) 8,639 90 1.4 0.1 － 97.9 1,617

41期(2014年４月24日) 8,929 90 4.4 0.1 － 97.9 1,611

42期(2014年５月26日) 8,948 90 1.2 0.1 － 97.9 1,590

43期(2014年６月24日) 8,971 90 1.3 0.1 － 97.9 1,537

44期(2014年７月24日) 8,843 90 △ 0.4 0.1 － 97.9 1,488

45期(2014年８月25日) 8,882 90 1.5 0.1 － 97.9 1,457

46期(2014年９月24日) 8,742 90 △ 0.6 0.1 － 97.8 1,372

47期(2014年10月24日) 8,526 90 △ 1.4 0.1 － 97.9 1,303

48期(2014年11月25日) 9,098 90 7.8 0.1 － 97.9 1,366

49期(2014年12月24日) 8,578 90 △ 4.7 0.1 － 97.9 1,251

50期(2015年１月26日) 8,475 90 △ 0.2 0.1 － 97.9 1,231

51期(2015年２月24日) 8,228 90 △ 1.9 0.1 － 97.9 1,168

52期(2015年３月24日) 7,965 90 △ 2.1 0.1 － 97.9 1,110

53期(2015年４月24日) 8,054 90 2.2 0.1 － 97.8 1,108

54期(2015年５月25日) 8,126 90 2.0 0.1 － 97.9 1,109

55期(2015年６月24日) 8,108 90 0.9 0.0 － 97.8 1,095

56期(2015年７月24日) 7,554 90 △ 5.7 0.1 － 97.8 992

57期(2015年８月24日) 7,058 90 △ 5.4 0.1 － 97.8 907
58期(2015年９月24日) 6,532 90 △ 6.2 0.1 － 97.8 831

59期(2015年10月26日) 6,507 90 1.0 0.1 － 97.8 790
60期(2015年11月24日) 6,346 90 △ 1.1 0.2 － 97.8 709

61期(2015年12月24日) 5,671 90 △ 9.2 0.2 － 97.7 613

62期(2016年１月25日) 5,153 90 △ 7.5 0.2 － 97.8 549

63期(2016年２月24日) 4,989 90 △ 1.4 0.2 － 97.7 533
64期(2016年３月24日) 5,425 90 10.5 0.1 － 97.7 580

（注）当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。

（注）基準価額の騰落率は分配金込み。

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

本 資 料 の 表 記 に あ た っ て

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。



2－　　－

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移

決算期 年 月 日
基 準 価 額 債 券

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率

投 資 信 託
証 券
比 率騰 落 率

第59期

（期　首） 円 ％ ％ ％ ％
2015年９月24日 6,532 － 0.1 － 97.8

９月末 6,102 △ 6.6 0.1 － 97.8

（期　末）
2015年10月26日 6,597 1.0 0.1 － 97.8

第60期

（期　首）
2015年10月26日 6,507 － 0.1 － 97.8

10月末 6,431 △ 1.2 0.1 － 97.8

（期　末）
2015年11月24日 6,436 △ 1.1 0.2 － 97.8

第61期

（期　首）
2015年11月24日 6,346 － 0.2 － 97.8

11月末 6,192 △ 2.4 0.2 － 97.7

（期　末）
2015年12月24日 5,761 △ 9.2 0.2 － 97.7

第62期

（期　首）
2015年12月24日 5,671 － 0.2 － 97.7

12月末 5,757 1.5 0.2 － 97.8

（期　末）
2016年１月25日 5,243 △ 7.5 0.2 － 97.8

第63期

（期　首）
2016年１月25日 5,153 － 0.2 － 97.8

１月末 5,261 2.1 0.3 － 97.7

（期　末）
2016年２月24日 5,079 △ 1.4 0.2 － 97.7

第64期

（期　首）
2016年２月24日 4,989 － 0.2 － 97.7

２月末 5,009 0.4 0.2 － 97.7

（期　末）
2016年３月24日 5,515 10.5 0.1 － 97.7

（注）当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。



3－　　－

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型）

運用経過

当作成期中の基準価額等の推移について （第59期～第64期：2015/９/25～2016/３/24）

基準価額の動き
基準価額は当作成期首に比べ8.7％（分配金再投資ベース）の下落となり
ました。

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもの
で、ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースによ
り異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すもの
ではない点にご留意ください。

基準価額の主な変動要因

上昇要因

・米ドル売り／資源国通貨バスケット※買いの為替取引によるプレミアム（金
利差相当分の収益）が、基準価額の上昇要因となりました。

※資源国通貨バスケットは豪ドル、ブラジル・レアル、南アフリカ・ランドの各通貨に３分の１

程度ずつ配分したものです。

下落要因

・原油価格の下落などを背景に、米国ハイ・イールド債券市場が下落したこと
が、基準価額の下落要因となりました。

・資源国通貨バスケットが対円で下落（円高）したことが、基準価額の下落要
因となりました。

第59期首 ： 6,532円
第64期末 ： 5,425円

（既払分配金 540円）
騰落率 ： －8.7％
（分配金再投資ベース）
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基準価額等の推移
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米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型）

◎為替市況
・資源国通貨バスケットは、当作成期の初
めから2015年11月にかけては対円でほぼ
横ばいで推移しました。2015年12月以降
は、世界的な景気に対する懸念の高まり
を背景とするリスク回避の動きや商品価
格の下落などを受け軟調となり、当作成
期を通じてみると対円で下落しました。
特に南アフリカ・ランドは、歳出削減を
進めていたネネ財務相が退任したことや
経常収支の悪化などを受け、下落が顕著
でした。（注）資源国通貨バスケットは豪ドル、ブラジル・レアル、南アフリ

カ・ランドの各通貨に３分の１程度ずつ配分したものです。為

替レートは豪ドル、ブラジル・レアル、南アフリカ・ランドの

３通貨を均等配分し、作成期の初めを100として指数化した数

値です。

（注）グラフの数値は、ファンドの基準価額との関連を考慮して、前

営業日の値を使用しています。

85

90

95

100

105

2015/９/18 2015/11/16 2016/１/12 2016/３/９

（出所：Bloomberg）

為替レート（円／資源国通貨バスケット）

為替市況の推移

投資環境について （第59期～第64期：2015/９/25～2016/３/24）

◎米国ハイ・イールド債券市況
・当作成期を通してみると米国ハイ・イー
ルド債券市場は下落しました。

・当作成期の初めから2016年２月上旬にか
けては、原油をはじめとする商品価格が
下落したことなどを受け、エネルギー・
素材関連銘柄のデフォルト（債務不履
行）増加懸念が高まったほか、世界的な
株式市場の下落やハイ・イールド債市場
の流動性悪化なども拍車をかけ、おおむ
ね一本調子で下落する展開となりまし
た。その後は、原油価格が反発に向か
い、底打ちしたとの見方が強まったこと
などから、エネルギー関連銘柄を中心に
急反発する展開となりましたが、当作成
期を通じてみると同市場は下落しまし
た。

（注）グラフの数値は、ファンドの基準価額との関連を考慮して、前

営業日の値を使用しています。

（注）The BofA Merrill Lynch US High Yield Constrained Indexに

ついては、後記「指数に関して」をご参照ください。
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（出所：Bloomberg、BofA メリルリンチ）

The BofA Merrill Lynch US High Yield Constrained Index

米国ハイ・イールド債券市況の推移
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米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

＜米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算
型）＞
・当作成期を通じて、主要投資対象とする円建の外国投資信託であるＵＳ・ハイ・イールド・
ボンド・ファンド（Resources Currency Basketクラス）受益証券を高位に組み入れ、マ
ネー・プール　マザーファンド受益証券への投資も行いました。

・当作成期末において、ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（Resources Currency 
Basketクラス）の組入比率を97.7％、マネー・プール　マザーファンドを0.3％組み入れまし
た。

・その結果、基準価額（分配金再投資ベース）は当作成期首に比べ、下落しました。

＜ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（Resources Currency Basketクラス）＞
（当記載は、ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が
作成したものです。）
・主として米ドル建のハイ・イールド債券に投資を行いました。
・国・地域別では、引き続き米国を高位の組み入れとし、格付け別ではB格やBB格が高位の組み
入れとなりました。2016年２月末時点の信用格付別組入比率は、BBB格以上3.0％、BB格
28.1％、B格45.2％、CCC格13.5％、CC格以下3.0％となりました。

・個別銘柄選択の結果、セクター別ではヘルスケアやメディアなどが高位の組み入れとしまし
た。2016年２月末時点のセクター別組入比率上位３セクターは、ヘルスケア12.8％、メディ
ア11.7％、電気通信11.4％、となりました。

※比率はＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンドの純資産総額に対する割合です。
※格付けはS&P社とMoody's社のうち高いものをS&P社の表示方法をもって表記しています。ただし、S&P社とMoody's社
のいずれも無格付の場合は、J.P.モルガン・インベストメント・マネージメント・インクが判断した格付けを用いて
います。（格付けのデータ出所：Bloomberg、J.P.モルガン・インベストメント・マネージメント・インク）

※セクターは原則としてThe BofA Merrill Lynchのセクター分類に準じて表示しておりますが、一部J.P.モルガン・イ
ンベストメント・マネージメント・インクの判断に基づく分類を採用しています。

・米ドル建のハイ・イールド債券全般が下落したことが基準価額にマイナスに作用しました。
・米ドル建資産について、米ドル売り／資源国通貨バスケット買いの為替取引を行いました。
その結果、為替取引によるプレミアム（金利差相当分の収益）が基準価額にプラスに寄与し
た一方、資源国通貨バスケットが対円で下落（円高）したことが基準価額にマイナスに作用
しました。

◎国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準で推
移しました。日銀のマイナス金利の適用開始を受けて足元はマイナス0.01％程度で推移しま
した。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給の引き締まりなどから、国庫短期証券（３ヵ
月物）の利回りは０％を下回る水準で推移しました。2016年１月の日銀の金融政策決定会合
でマイナス金利の導入が決定されると一時的にマイナス0.2％程度まで急低下し、足元はマイ
ナス0.1％程度で推移しました。
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＜マネー・プール　マザーファンド＞
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローン等への投資を通じ
て、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持を目指した運用を行いました。その結
果、日銀のマイナス金利の導入を受けて金利が低下したことから保有債券の評価額が上昇し
たことなどにより、基準価額は上昇しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドは運用の目標となるベンチマーク等を設けておりません。そのため、記載すべき
事項はありません。

分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通り
とさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目

第59期 第60期 第61期 第62期 第63期 第64期

2015年９月25日～
2015年10月26日

2015年10月27日～
2015年11月24日

2015年11月25日～
2015年12月24日

2015年12月25日～
2016年１月25日

2016年１月26日～
2016年２月24日

2016年２月25日～
2016年３月24日

当期分配金 90 90 90 90 90 90

（対基準価額比率） 1.364％ 1.398％ 1.562％ 1.717％ 1.772％ 1.632％

当期の収益 67 80 70 68 72 69

当期の収益以外 23 10 20 22 17 20

翌期繰越分配対象額 535 525 506 485 467 447

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファン
ドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない
場合があります。
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今後の運用方針

＜米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算
型）＞
◎今後の運用方針
・引き続き、円建の外国投資信託であるＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（Resources 
Currency Basketクラス）受益証券に投資を行います。また、マネー・プール　マザーファン
ド受益証券への投資も行います。

＜ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（Resources Currency Basketクラス）＞
（当記載は、ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が
作成したものです。）
◎運用環境の見通し
・多くのハイ・イールド債券発行企業が、過度に負債を増加させることなく比較的健全な財務
内容を維持していることや、低金利下で借り換え（リファイナンス）を済ませていることな
どが、引き続き米国ハイ・イールド債券市場を下支えするとみています。

・原油をはじめとする足元の商品価格の低迷に関しては、大部分の発行企業はコスト低下など
の恩恵を受けることで業績の改善が期待されます。一方でこのまま価格低迷が続いた場合に
は、エネルギーや素材セクター内の比較的財務状況が脆弱な企業を中心に、デフォルトが増
加する恐れがあることには注意が必要です。

・主要各国の金融政策および景気の動向次第では、一時的に米国ハイ・イールド債券市場のボ
ラティリティ（変動性）が高まる展開も想定されます。これまで以上に、銘柄ごとのパ
フォーマンスに格差が生じる可能性があり、運用においては銘柄選択の重要性が一層高まっ
ていくものと予想されます。

◎今後の運用方針
・引き続き、主として米ドル建のハイ・イールド債券に投資を行い、原則として米ドル売り／
資源国通貨バスケット買いの為替取引を行います。

・運用に際しては、ボトムアップ戦略による個別銘柄選択を重視します。徹底的なボトムアッ
プ戦略により個別銘柄の評価を行った後、相対的な比較を行いポートフォリオを構築しま
す。

・セクター別では、テクノロジー・エレクトロニクスセクターを選好しており、情報システム
のクラウド化の流れに対して競争力を持つソフトウェア会社を中心に、保有を継続する方針
です。素材セクターについては、原油価格の下落によりコスト競争力が高まると思われる化
学メーカーを選好する一方、全体としては中国を含め世界的な鉄鋼市況の悪化が懸念される
金属資源会社を中心に投資を控えめとする方針です。また、金融規制強化による影響が懸念
される銀行セクターについては慎重姿勢としています。

＜マネー・プール　マザーファンド＞
◎運用環境の見通し
・中国経済の減速などから原油価格が大幅に下落した結果、物価の伸びは日銀の目標を大幅に
下回っています。したがって、今後も金融緩和政策が継続されると想定されることから、短
期金利は低位で推移すると予想しています。

◎今後の運用方針
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引やコール・ローンおよびＣＰ現先取引等
への投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持を目指した運用を行いま
す。
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○１万口当たりの費用明細 （2015年９月25日～2016年３月24日）

項目
第59期～第64期

項目の概要
金額 比率

(a) 信託報酬 30円 0.526％ (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

（投信会社） (12) (0.215) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の

作成等の対価

（販売会社） (17) (0.295) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価

（受託会社） ( 1) (0.016) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(b) その他費用 0 0.002 (b)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

（監査費用） ( 0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合計 30 0.528

作成期中の平均基準価額は、5,792円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、

簡便法により算出した結果です。

（注）消費税は報告日の税率を採用しています。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含み

ません。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じ

たもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。
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○売買及び取引の状況� （2015年９月25日～2016年３月24日）

投資信託証券

銘 柄

第59期～第64期

買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

外国
(邦貨建)

千口 千円 千口 千円
ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファン
ド（Resources Currency Basketクラス）

121,621 72,448 333,651 206,100

（注）金額は受渡代金。

○利害関係人との取引状況等� （2015年９月25日～2016年３月24日）

利害関係人との取引状況

　該当事項はございません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

○組入資産の明細� （2016年３月24日現在）

ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細

銘 柄
第58期末 第64期末

口 数 口 数 評 価 額 比 率

千口 千口 千円 ％
ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド
（Resources Currency Basketクラス）

1,203,761 991,731 567,469 97.7

合 計 1,203,761 991,731 567,469 97.7

（注）比率は米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型）の純資産総額に対する比率。

○自社による当ファンドの設定・解約状況

作成期首残高（元本） 当作成期設定元本 当作成期解約元本 作成期末残高（元本） 取引の理由

百万円 百万円 百万円 百万円
20 － 20 － 商品性を適正に維持するための取得とその処分
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○投資信託財産の構成� （2016年３月24日現在）

項 目
第64期末

評 価 額 比 率

千円 ％
投資信託受益証券 567,469 95.7

マネー・プール　マザーファンド 1,616 0.3

コール・ローン等、その他 24,081 4.0

投資信託財産総額 593,166 100.0

親投資信託残高

銘 柄
第58期末 第64期末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
マネー・プール　マザーファンド 1,608 1,608 1,616

○資産、負債、元本及び基準価額の状況

項 目
第59期末 第60期末 第61期末 第62期末 第63期末 第64期末

2015年10月26日現在 2015年11月24日現在 2015年12月24日現在 2016年１月25日現在 2016年２月24日現在 2016年３月24日現在

円 円 円 円 円 円

(A)�資産 807,901,989 727,123,289 635,616,518 560,138,401 544,322,856 593,166,932

コール・ローン等 31,961,473 29,912,159 25,300,508 20,804,154 21,258,517 21,781,176

投資信託受益証券(評価額) 772,924,041 693,994,653 599,399,380 537,517,785 521,247,266 567,469,005

マネー・プール　マザーファンド(評価額) 1,616,429 1,616,429 1,616,590 1,616,429 1,617,073 1,616,751

未収入金 1,400,000 1,600,000 9,300,000 200,000 200,000 2,300,000

未収利息 46 48 40 33 － －

(B)�負債 17,651,796 17,292,341 22,210,228 10,346,938 10,711,145 12,251,912

未払金 － － － 200,000 100,000 －

未払収益分配金 10,930,731 10,066,465 9,734,511 9,602,308 9,626,071 9,637,492

未払解約金 5,983,534 6,586,673 11,887,511 － 504,479 2,132,692

未払信託報酬 734,542 636,613 585,826 542,425 478,652 479,782

その他未払費用 2,989 2,590 2,380 2,205 1,943 1,946

(C)�純資産総額(Ａ－Ｂ) 790,250,193 709,830,948 613,406,290 549,791,463 533,611,711 580,915,020

元本 1,214,525,670 1,118,496,142 1,081,612,340 1,066,923,166 1,069,563,465 1,070,832,549

次期繰越損益金 △　424,275,477 △　408,665,194 △　468,206,050 △　517,131,703 △　535,951,754 △　489,917,529

(D)�受益権総口数 1,214,525,670口 1,118,496,142口 1,081,612,340口 1,066,923,166口 1,069,563,465口 1,070,832,549口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 6,507円 6,346円 5,671円 5,153円 4,989円 5,425円
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○損益の状況

項 目

第59期 第60期 第61期 第62期 第63期 第64期

2015年９月25日～
2015年10月26日　

2015年10月27日～
2015年11月24日　

2015年11月25日～
2015年12月24日　

2015年12月25日～
2016年１月25日　

2016年１月26日～
2016年２月24日　

2016年２月25日～
2016年３月24日　

円 円 円 円 円 円

(A)�配当等収益 8,899,624 9,594,327 8,265,504 7,895,688 8,185,101 7,557,449

受取配当金 8,898,769 9,593,504 8,264,739 7,895,002 8,184,685 7,557,431

受取利息 855 823 765 686 416 18

(B)�有価証券売買損益 △　　256,865 △�16,824,070 △�70,953,109 △�52,962,938 △�15,644,965 49,221,863

売買益 29,751,020 10,224,368 678,837 167,066 3,425,546 53,083,256

売買損 △ 30,007,885 △ 27,048,438 △ 71,631,946 △ 53,130,004 △ 19,070,511 △　3,861,393

(C)�信託報酬等 △　　737,531 △　　639,203 △　　588,206 △　　544,630 △　　480,595 △　　481,728

(D)�当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 7,905,228 △　7,868,946 △�63,275,811 △�45,611,880 △　7,940,459 56,297,584

(E)�前期繰越損益金 △312,070,186 △288,416,609 △294,677,526 △360,026,398 △412,146,425 △427,963,054

(F)�追加信託差損益金 △109,179,788 △102,313,174 △100,518,202 △101,891,117 △106,238,799 △108,614,567

（配当等相当額） (　 21,573,664) (　 19,224,430) (　 18,429,202) (　 17,753,679) (　 17,345,344) (　 17,538,945)

（売買損益相当額） (△130,753,452) (△121,537,604) (△118,947,404) (△119,644,796) (△123,584,143) (△126,153,512)

(G)�計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △413,344,746 △398,598,729 △458,471,539 △507,529,395 △526,325,683 △480,280,037

(H)�収益分配金 △�10,930,731 △�10,066,465 △　9,734,511 △　9,602,308 △　9,626,071 △　9,637,492

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △424,275,477 △408,665,194 △468,206,050 △517,131,703 △535,951,754 △489,917,529

追加信託差損益金 △110,029,956 △102,648,723 △101,167,170 △102,637,963 △106,238,799 △108,614,567

（配当等相当額） (　 20,723,496) (　 18,888,881) (　 17,780,234) (　 17,006,833) (　 17,345,345) (　 17,538,945)

（売買損益相当額） (△130,753,452) (△121,537,604) (△118,947,404) (△119,644,796) (△123,584,144) (△126,153,512)

分配準備積立金 44,273,854 39,859,341 36,974,911 34,765,003 32,647,842 30,371,805

繰越損益金 △358,519,375 △345,875,812 △404,013,791 △449,258,743 △462,360,797 △411,674,767

（注）(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。

（注）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。

（注）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

＜注記事項＞

①作成期首（前作成期末）元本額　　　　　1,272,320,217円

作成期中追加設定元本額　　　　　　　　　 33,501,361円

作成期中一部解約元本額　　　　　　　　　234,989,029円

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.5425円です。

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は489,917,529円です。

③分配金の計算過程

項 目
2015年９月25日～
2015年10月26日　

2015年10月27日～
2015年11月24日　

2015年11月25日～
2015年12月24日　

2015年12月25日～
2016年１月25日　

2016年１月26日～
2016年２月24日　

2016年２月25日～
2016年３月24日　

費用控除後の配当等収益額 8,162,459円 8,955,422円 7,678,038円 7,351,979円 7,705,787円 7,494,406円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円

収益調整金額 21,573,664円 19,224,430円 18,429,202円 17,753,679円 17,345,345円 17,538,945円

分配準備積立金額 46,191,958円 40,634,835円 38,382,416円 36,268,486円 34,568,126円 32,514,891円

当ファンドの分配対象収益額 75,928,081円 68,814,687円 64,489,656円 61,374,144円 59,619,258円 57,548,242円

１万口当たり収益分配対象額 625円 615円 596円 575円 557円 537円

１万口当たり分配金額 90円 90円 90円 90円 90円 90円

収益分配金金額 10,930,731円 10,066,465円 9,734,511円 9,602,308円 9,626,071円 9,637,492円
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○分配金のお知らせ

第59期 第60期 第61期 第62期 第63期 第64期

１万口当たり分配金(税込み) 90円 90円 90円 90円 90円 90円

◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払

戻金（特別分配金）」に分かれます。

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合に

は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、

復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択す

ることもできます。

※法人受益者に対する課税は異なります。

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。

※少額投資非課税制度「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」をご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生

じる配当所得および譲渡所得が一定期間非課税となります。

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。

［�お�知�ら�せ�］
2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われま

す。））の税率が適用されます。

指数に関して

○投資環境についてで用いた指数
The BofA Merrill Lynch US High Yield Constrained Index
出所：BofA�メリルリンチ、同社の許諾を受けて使用しています。BofA�メリルリンチは、BofA�メリルリン
チの指数を“現状有姿”で使用許諾しており、当該指数について保証を行うものではありません。BofA�メ
リルリンチは、当該指数又は当該指数に含まれ、関連し、若しくは当該指数から派生するデータの適合
性、品質、正確性、適時性及び／又は完全性を保証しておらず、かかる指数又はデータの使用に関して何
ら責任を負うものではありません。また、BofA�メリルリンチは、三菱ＵＦＪ国際投信又はその商品・サー
ビスについて、援助、支援又は推奨をするものではありません。
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米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型）

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細� （2016年３月24日現在）

＜マネー・プール　マザーファンド＞
　下記は、マネー・プール　マザーファンド全体（558,326千口）の内容です。

国内公社債

(Ａ)国内（邦貨建）公社債　種類別開示

区 分

第64期末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率

５年以上 ２年以上 ２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 300,000 301,622 53.8 － － － 53.8

合 計 300,000 301,622 53.8 － － － 53.8

（注）組入比率は、親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合。

（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（注）現先の組み入れがある場合、現先は国債証券に含めて記載。

（注）ＢＢ格以下組入比率の計算においては、Moody'sとＳ＆Ｐの格付けのうち高いものを採用しています。

(Ｂ)国内（邦貨建）公社債　銘柄別開示

銘 柄
第64期末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

国債証券 ％ 千円 千円

第98回利付国債（５年） 0.3 100,000 100,086 2016/６/20

第280回利付国債（10年） 1.9 50,000 50,227 2016/６/20

第282回利付国債（10年） 1.7 150,000 151,309 2016/９/20

合 計 300,000 301,622
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（Resources Currency Basketクラス）

〈参考〉投資する投資信託証券およびその概要

　当ファンドは、米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算
型）が投資対象とする円建の外国投資信託証券です。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

名 称 ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（Resources Currency Basketクラス）

運 用 方 針

１．米ドル建＊１のハイ・イールド債券＊２を中心に投資を行います。
＊１　米国以外の発行企業が米ドル建で発行する社債を含みます。

＊２　ハイ・イールド債券とは、原則として、格付機関による格付けが、ＢＢ格相当以下の社債をいいます。

２．原則として、米ドル建資産を実質的に資源国通貨バスケット（豪ドル、ブラジル・レアル、南

アフリカ・ランドの各通貨に３分の１程度ずつ配分したもの）建となるように為替取引を行い

ます。

３．資金動向や市況動向、残存信託期間等の事情によっては、前記のような運用ができない場合が

あります。

投 資 顧 問 会 社 Ｊ.Ｐ.モルガン・インベストメント・マネージメント・インク※

信 託 期 限 無期限

設 定 日 2010年９月27日

会 計 年 度 末 毎年５月末

収 益 分 配 原則として、毎月分配を行います。

※Ｊ.Ｐ.モルガン・インベストメント・マネージメント・インク（所在地：米国ニューヨーク）は、1988年４月に米国において設立された

運用会社であり、ＪＰモルガン・チェース・アンド・カンパニー傘下の資産運用部門である「ＪＰモルガン・アセット・マネジメント」

グループに所属しています。
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

損益計算書、投資明細表は、入手可能なFinancial Statementsから抜粋し、編集および一部翻訳

したものです。

１．損益計算書

（2015年５月31日に終了する期間）

（米ドルで表示）

投資収益

受取利息（外国税額控除後）

投資収益合計

費用
投資顧問料

会計処理および管理手数料

保管料

名義書換事務代行手数料

専門家報酬

受託者報酬

登録手数料

その他の費用

費用合計

投資純利益

実現および未実現損益：

実現損益：

投資有価証券

外国通貨取引および為替予約取引

実現純損益

未実現評価損益の純変動：

投資有価証券

外国通貨取引および為替予約取引

未実現評価損益の純変動

実現および未実現損益（純額）

営業活動による純資産の増減（純額）
（注）（　）内の金額は、マイナスの金額です。
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

２．投資明細表

（2015年５月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

元本金額 銘柄名 純資産比率 公正価値
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

ファンド　レベルでの為替予約取引

USHYF AUDクラスにおける為替予約取引

USHYF MXNクラスにおける為替予約取引

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

USHYF BRLクラスにおける為替予約取引

USHYF IDRクラスにおける為替予約取引

USHYF CNYクラスにおける為替予約取引

USHYF JPYクラスにおける為替予約取引

USHYF Resources Currencyクラスにおける為替予約取引

USHYF TRYクラスにおける為替予約取引

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額
未実現
評価益

未実現
評価損

未実現
評価損益
（純額）
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ＵＳ・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年５月31日現在）

デリバティブ商品の額

取引相手
デリバティブ
資産の額

デリバティブ
負債の額 受取担保金 差入担保金 純額

店頭デリバティブ

為替予約

契約

マスターネッティング
契約の対象となる
デリバティブ合計

通貨略称
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マネー・プール　マザーファンド
154024

マネー・プール　マザーファンド

《第13期》決算日2016年１月14日

［計算期間：2015年７月15日～2016年１月14日］

「マネー・プール　マザーファンド」は、１月14日に第13期の決算を行いました。

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第13期の運用状況をご報告申し上げます。

運 用 方 針 わが国の公社債に投資し、安定した収益の確保を目指して運用を行います。

主 要 運 用 対 象 わが国の公社債

主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。

○最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
９期(2014年１月14日) 10,042 0.0 90.4 － 1,437

10期(2014年７月14日) 10,045 0.0 93.4 － 1,284

11期(2015年１月14日) 10,047 0.0 84.8 － 1,179

12期(2015年７月14日) 10,049 0.0 85.2 － 821

13期(2016年１月14日) 10,049 0.0 70.3 － 852

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 債 券

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2015年７月14日 10,049 － 85.2 －

７月末 10,049 0.0 81.4 －

８月末 10,049 0.0 73.7 －

９月末 10,049 0.0 60.9 －

10月末 10,049 0.0 55.9 －

11月末 10,049 0.0 76.4 －

12月末 10,049 0.0 76.4 －

（期　末）
2016年１月14日 10,049 0.0 70.3 －

（注）騰落率は期首比。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。
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マネー・プール　マザーファンド

運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第13期：2015/７/15～2016/１/14）

基準価額の動き 基準価額は期首に比べ横ばいとなりました。

基準価額の主な変動要因

上昇要因
残存期間が１年以内の国債、国庫短期証券を中心に投資を行い、利子等収益が
積みあがったことが、基準価額のプラスに寄与しました。

下落要因
期末にかけての金利上昇により、保有債券の評価額が下落したことが、基準価
額のマイナスに作用しました。

10,047

10,048

10,049

10,050

10,051

2015/７/14 2015/９/10 2015/11/13

(円)

基準価額

基準価額等の推移
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マネー・プール　マザーファンド

投資環境について （第13期：2015/７/15～2016/１/14）

◎国内短期金融市場

＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準で推
移しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給の引き締まりなどから、国庫短期証券（３ヵ
月物）の利回りは０％を下回る水準で推移しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンへの投資を通じ
て、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持を目指した運用を行いました。その結
果、利子等収益は積みあがったものの、期末にかけて金利が上昇したことにより保有債券の
評価額が下落したことなどの影響から、基準価額は横ばいとなりました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の目標となるベンチマーク等を設けておりません。そのため、記載すべき事
項はありません。

今後の運用方針

◎運用環境の見通し
・中国経済の減速などから原油価格が大幅に下落した結果、物価の伸びは日銀の目標を大幅に
下回っています。したがって、今後も金融緩和政策が継続されると想定されることから、短
期金利は低位で推移すると予想しています。

◎今後の運用方針
・引き続き、わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンへの投
資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持を目指した運用を行います。
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マネー・プール　マザーファンド

○１万口当たりの費用明細� （2015年７月15日～2016年１月14日）

　該当事項はございません。

○売買及び取引の状況� （2015年７月15日～2016年１月14日）

公社債

買 付 額 売 付 額

国

内

千円 千円

国債証券 19,053,657 18,253,598
(　 900,000)

（注）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。）

（注）（　）内は償還等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

○利害関係人との取引状況等� （2015年７月15日～2016年１月14日）

利害関係人との取引状況

区 分
買付額等

Ａ
売付額等

Ｃ
うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 1,500 99 6.6 － － －

（注）公社債には現先などによるものを含みません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三

菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。
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○組入資産の明細� （2016年１月14日現在）

国内公社債

(Ａ)国内（邦貨建）公社債　種類別開示

区 分

当 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率

５年以上 ２年以上 ２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 596,500 599,097 70.3 － － － 70.3

(200,000) (200,000) (23.5) (－) (－) (－) (23.5)

合 計 596,500 599,097 70.3 － － － 70.3
(200,000) (200,000) (23.5) (－) (－) (－) (23.5)

（注）（　）内は非上場債で内書き。

（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（注）現先の組み入れがある場合、現先は国債証券に含めて記載。

（注）ＢＢ格以下組入比率の計算においては、Moody'sとＳ＆Ｐの格付けのうち高いものを採用しています。

(Ｂ)国内（邦貨建）公社債　銘柄別開示

銘 柄
当 期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

国債証券 ％ 千円 千円

第566回国庫短期証券 － 200,000 200,000 2016/２/１

第98回利付国債（５年） 0.3 100,000 100,143 2016/６/20

第277回利付国債（10年） 1.6 67,900 68,088 2016/３/20

第279回利付国債（10年） 2.0 28,600 28,698 2016/３/20

第280回利付国債（10年） 1.9 50,000 50,408 2016/６/20

第282回利付国債（10年） 1.7 150,000 151,759 2016/９/20

合 計 596,500 599,097
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2016年１月14日現在）

項 目 当 期 末

円
(A)�資産 864,851,365

コール・ローン等 264,330,720

公社債(評価額) 599,097,253

未収利息 923,848

前払費用 499,544

(B)�負債 12,845,587

未払解約金 12,845,587

(C)�純資産総額(Ａ－Ｂ) 852,005,778

元本 847,818,437

次期繰越損益金 4,187,341

(D)�受益権総口数 847,818,437口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,049円

＜注記事項＞

①期首元本額　　　　　　　　　817,500,936円

期中追加設定元本額　　　　1,688,467,883円

期中一部解約元本額　　　　1,658,150,382円

また、１口当たり純資産額は、期末1.0049円です。

○損益の状況� （2015年７月15日～2016年１月14日）

項 目 当 期

円

(A)�配当等収益 1,166,843

受取利息 1,166,843

(B)�有価証券売買損益 △1,108,066

売買益 594

売買損 △1,108,660

(C)�当期損益金(Ａ＋Ｂ) 58,777

(D)�前期繰越損益金 3,991,676

(E)�追加信託差損益金 8,294,094

(F)�解約差損益金 △8,157,206

(G)�計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 4,187,341

次期繰越損益金(Ｇ) 4,187,341

（注）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。

（注）(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注）(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約

価額を差し引いた差額分をいいます。

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額）

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 為替ヘッジあり 99,642円

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 円高ヘッジ・円安追随型 99,642円

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2013-12 99,582円

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-02 99,572円

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-03 99,572円

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-04 99,562円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-09 99,553円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-12 99,533円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2014-12 99,533円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2015-03 99,523円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし）2015-03 99,523円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03 99,523円

新興国公社債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 1,692,054円

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 200,000円

新興国公社債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 1,008,738円

新興国公社債オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 63,697円

新興国公社債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 6,316,452円

○投資信託財産の構成� （2016年１月14日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 599,097 69.3

コール・ローン等、その他 265,754 30.7

投資信託財産総額 864,851 100.0
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,989円

新興国公社債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンド（年２回決算型） 15,830,391円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 5,154,901円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 49,966円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 995,161円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 2,234,005円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 28,349円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 1,013,875円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型） 6,986,485円

日本株 2.5ブルベア・オープンⅡ（マネー・プール・ファンドⅧ） 514,333,828円

マネー・プール・ファンドⅣ 977,929円

マネー・プール・ファンドⅥ 103,149,659円

マネー・プール・ファンドⅦ（適格機関投資家専用） 976,581円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 4,314,823円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 119,857円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 769,078円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 15,855,020円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,977円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 554,401円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型） 1,608,548円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 19,961円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 19,925円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅤ（年２回決算型） 137,774,158円

米国高利回り社債ファンド（毎月決算型） 999円

米国高利回り社債・円ファンド（毎月決算型） 999円

米国高利回り社債・ブラジル・レアルファンド（毎月決算型） 999円

トレンド・アロケーション・オープン 997,308円

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）成長型 99,562円

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）分配型 99,562円

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）成長型 99,562円

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）分配型 99,561円

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 99,682円

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 99,682円

国際オーストラリア債券オープン（毎月決算型） 997円

リスク・パリティαオープン 995円

欧州ハイ・イールド債券ファンド（毎月決算型）為替ヘッジあり 9,963円

欧州ハイ・イールド債券ファンド（毎月決算型）為替ヘッジなし 39,849円

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 996,215円

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 996,215円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 99,602円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,602円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型） 99,602円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,602円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）マレーシア・リンギコース（毎月決算型） 99,602円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 99,592円
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国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（１年決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（１年決算型） 9,986円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（毎月決算型） 9,986円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（１年決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（１年決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（１年決算型） 9,986円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅨ（１年決算型） 15,412,317円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅩ（年２回決算型） 3,319,231円

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジあり） 4,979円

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジなし） 4,979円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 99,562円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,957円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,957円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,957円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,957円

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（年２回決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,956円

米国成長株オープン 996円

世界CoCosオープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,953円

世界CoCosオープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,953円

世界CoCosオープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,953円

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）毎月決算型 9,952円

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型 9,952円

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型 9,952円

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型 9,952円

合計 847,818,437円




